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世界経済フォーラム「安全と経済的繁栄に関する国際世論調査」

１０年前より安全な
国ではなくなった

次の世代は今より
安全でない世界で
暮らすと思う
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１０年前より安全な
国ではなくなった

次の世代は今より
安全でない世界で
暮らすと思う
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１．安全・安心な社会に向けた国民の意識

日本と世界各地域における安全に対する意識の違い

調査期間 ２００３年１１月～１２月

調査対象 世界５１カ国の国民（詳細不明）

標本数 ４３０００人

調査方法 国により異なる（主に電話および対面調査）
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科学技術が貢
献すべき分野、
国や公的機関
が取り組むべき
分野についても、
防災や安全対
策が上位

科学技術への支援にあた
り重視すべき点について、
安全・安心に関連した内
容が上位を占める

科学技術と社会に関する世論調査（平成16年2月）科学技術に関する特別世論調査（平成17年5月）

科学技術と社会に関する世論調査（平成16年2月）

６７％以上の人が、安全
の確保のために高い科
学技術水準が必要であ
ると感じている

２．安全・安心な社会の構築に対する科学技術への国民の期待

科学技術と社会に関する世論調査（平成16年2月）
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経済的効果 社会的効果

社会システム化のための情報技術

知的資産の増大

ハイプロダクティビティコンピューティング

集積システム

新規医療技術のための基礎研究

生体物質測定技術

情報生物学

ナノバイオロジー（ライフ）

惑星探査技術

地球型生命および太陽系外惑星探査技術

宇宙と素粒子の研究

有人宇宙活動基盤技術

極限生命の探査・捕獲・培養技術

地球深部観測技術

深海底観測調査技術

ナノデバイス・センサ

NEMS技術

ナノバイオロジー（ナノ・材料）

新たな交通システム技術

社会基盤における環境技術

バイオ融合エレクトロニクス

ストレージ

創薬基礎研究

再生医科学

ゲノム・プロテオーム及び生体情
報伝達機構の解明と革新的生産
技術

宇宙利用技術－衛星基盤技術－

科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地球技術

水素エネルギーシステム

燃料電池

ナノ計測・分析技術

ナノ加工・造型・製造技術

物質・材料の創製・合成・プロセス技術ナノレベル構造制御による新規材料

高度IT利用製造技術

高付加価値製品製造技術

ナノ加工・微細加工技術

製造に係わる人間・ロボット

表面改質と界面制御技術

ナレッジマネジメント
個別医療

地球環境高精度観測・変動予測技術

安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術

高齢化社会に向けた医療・福祉

循環型・低環境負荷製造技術

社会インフラ関連高度製造技術

リスク管理・ファイナンス

環境経営

建造物の性能向上

高齢化社会に対応した社会基盤技術

超大規模情報処理

情報セキュリティ

シリコンエレクトロニクス

オプト＆フォトニックデバイス

ディスプレイデジタル家電

ロボットエレクトロニクスカーエレクトロニクス

QOL向上を目指した生体機能回復およびその支援

ITの医療への応用

安全・安心・長寿・健康社会をもたらすフー
ドシステム等新たな生活関連技術の開発

ヒューマンサポート（人間の知能支援）

ナノ材料モデリング・シミュレーション

脳の発生・発達脳の高次機能生命の高次機能制御

バイオを利用した環境問
題の解決と循環社会の実
現

人的資源管理(教育、競争と協調の関係)

暮らしの安全･安心・安定

セキュリティエレクトロニクス

生体防御機構の解明と治療への応用

人中心の医療と療養支援システムの構築

予防医療

新興・再興感染症対策

生態系と調和し、環境を向上させる生産技術開発

地球レベルの環境

都市レベルの環境

生態影響の解明と対策（土壌、水を含む）を中心とした領域 環境経済指標

環境災害水資源

社会基盤施設の再生・維持・管理

総合的な水管理技術

建築スケールの環境対策

社会基盤としてのセキュリティ技術

防災技術

利用者・住民を含めた社会基盤の総合マネジメント

交通安全に関する技術

交通機関の環境対策

都市の安全･安心・安定

高齢者・障害者の生活支援

脳の病態の理解と治療

環境・生態バイオロジー

安全・安心社会に関わるナノ科学

大規模ネットワークに耐えうるソフトウェア技術

分子・有機エレクトロニクス

資源再利用

再生可能エネルギー

環境･エネルギー材料

ワイヤレスエレクトロニクス

エネルギー変換・蓄積デバイス

ユビキタスエレクトロニクス

ネットワークエレクトロニクス

ユビキタスネットワーキング

エネルギー変換・利用の効率化

経営における競争と協調

企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント

サービス産業・サービス部門の生産性向上

化石資源のクリーン利用技術

遊びの技術

バーチャルデザイン製造技術

超トランスペアレント通信/ ヒュー
マンインタフェース

人口非集中地域の社会基盤技術 ライフスタイルと環境

中期的な効果が大きい
領域当該分野以外の専門家評
価において効果が大きい
領域

現時点の効果が大きい領域

科学技術政策研究所科学技術動向研究センター
科学技術の中長期的発展に係る俯瞰的予測調査 （平成１７年）より

３．科学技術専門家アンケートに見る個別研究領域のもたらす効果

安全・安心に関する
キーワードを持つ領域



安全・安心に関する特別世論調査(平成16年6月)

犯罪の認知件数の増加に対して、
検挙率は大きく減少

今の日本を安全・安心な国
と思わない人が５５．９％に
のぼり、「安全・安心と思わ
ない」と答えた人の多くが
理由として「犯罪」、「テロ」
をあげている

治安に関する世論調査(平成16年7月)８６％以上の人が治安が悪くなったと思っており、
８０％以上の人が犯罪が多くなったと思っている

４．テロ・犯罪に関連するニーズ
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国民アンケート結果
○手法：国民3,600人を無差別抽出（二層抽出法、電話帳DBを用いて全国60自治体から60人ずつ抽出）
○有効回答数：1,476通

安全・安心な社会の構築に資する科学技術政策に関する懇談会において実施（平成16年２月）

犯罪・テロに対する不安感が高く、「強力な対策の強化・改善が必要」という回答も犯罪が１位

6
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46.46%

3.94%

10.30%

2.06%

1.43%

0.45%

3.76%

4.30%

1.79%

10.83%

5.28%

5.82%

1.52%

1.61%

0.45%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

自然災害の発生（地震、風水害、その他）

科学技術災害の発生（原子力災害、危険物等災害、他）

テロ

環境汚染の拡大

食品の安全性の破綻

金融破綻

雇用問題（リストラ、会社の倒産、他）

高齢化（年金問題、老後への不安、老人介護問題、他）

政情不安（戦争、他）

犯罪増加（窃盗、殺人、誘拐、他）

事故に遭遇（交通事故、火災、他）

病気やけが [災害や事故を除く]

感染症の発生

情報化にともなう問題（ネット犯罪、個人情報漏洩、他）

その他

○手法：インターネットによるアンケート調査
○調査期間：2004年9月18日から21日
○回答数：1,476通

安全意識に関するアンケート調査

半数弱が自然災害の発生を脅威と感じて
いる。次いで、犯罪・テロが上位を占める

個人として最も脅威と感じる危機 脅威と感じる理由

0.9%0.5%0.5%0.7%0.0%その他

31.2%6.6%15.8%2.1%1.2%
知識が少なくど
うすればいいか
わからない

27.5%23.4%47.0%3.9%2.6%
行政などによる
対策が万全でな
い

11.9%17.9%11.5%21.3%49.6%
避けることがで
きない

19.3%4.2%9.0%10.2%41.3%
一旦発生すると
被害が大きい

9.2%47.5%16.3%61.8%5.4%頻繁に発生する

感染症犯罪
食品リ
スク

交通事
故

地震災
害

三菱総合研究所調査より

注）青字は20%以上を占めている項目を示す。
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一般市民を対象として、ニーズの重み付けアンケートを実施

手法：調査会社登録者が、web上で回答。予め用意した
項目を一対比較、結果を積み上げ。

回答：約4300名
（日本の人口構成比と同様の年齢・性別分布）

結果：自分の身の回りの話題、よく見聞きする話題を
重視。 生活環境を便利にする犯罪やテロの発生を防ぐ

さらなる豊かさへのニーズ失いたくないニーズ

（その他項目）

快適さ追求、自由な暮らし、おしゃれ

いろいろ教えてもらえる環境

高い評価や尊敬、高収入

幅広い人間関係

社会活動参加、国や国際問題解決に貢献、社会的弱者・
被害者の支援

（その他項目）

服装・身なりの維持、住まいの維持

小中学レベルの知識習得、高校レベルの知識習得、社会性
の習得、豊かな人間関係の構築

高齢者・障害者の健康維持、介護者支援、高齢者・障害者
の生活支援

交通事故防止、犯罪事故の被害軽減

災害の的確な予知、地球環境保全、災害被害軽減

いつでもどこでも情報が得られる病気・けがに負けない体をつくる

家族や友人などと深い関係を築く栄養バランスの良い食事をとる

自分らしさを磨く仕事、能力に見合う収入を得る

心配事なく暮らす心の健康を維持する

将来の科学技術に対する市民のニーズ
市民が重視するニーズ（上位５項目）

科学技術政策研究所科学技術動向研究センター
科学技術の中長期的発展に係る俯瞰的予測調査 （平成17年）より

ニーズの抽出と集約

既存資料、インタビューをもとにニーズ項目を抽出、構
造化。市民ウェブアンケート、有識者・市民・経営者パネ
ルによる議論を経て、ニーズを集約。

子どもも大人も目的を持って学び、真の学力を養う

誰もが家庭や社会でやりがいを持ってそれぞれの役割を担い、互いに助け合う

個人の可能性が拡がって、生活の豊かさが実感できる

健康に生活できる

災害に強い

社会が平和で安全・安心に暮らせる(交通事故･犯罪･テロを回避する)

社会の構造変化に対応する（少子・高齢化、人口減少に対応する）

持続可能な社会システムを目指した新しい仕組みを構築する

新たな産業分野を開拓して、日本が経済的な国際的競争力を維持し続ける

地球規模の問題の解決に積極的に貢献する

科学技術の未踏領域への挑戦で夢や希望を得る

科学技術の成果で日本が一目置かれる国であり続ける

ニーズ１２項目
のうち２項目が
安全・安心関連

犯罪・テロの発
生を防ぐが上位

ニーズ12項目
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